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資料１



１ �員業��援員の活⽤

２ ＩＣＴ��の活⽤

３ �泳指��間��

４ �活動の地域�⾏

  学校教育における
      新たな取組について



１ 教員業務⽀援員の活⽤



教員業務⽀援員（スクール・サポート・スタッフ）

教員の業務の円滑な実施に必要な⽀援に従事する。
【学校教育法施⾏規則 第67条の７】

≪�蕨市�≫
 配置開始：令和２年１０⽉〜
 配��置��校：全⼩・中学校 1⼈ずつ配置
 勤務時間：１⽇５時間
 勤務⽇数：年間１３０⽇



①印刷補助



②データ⼊⼒
 補助



③掲⽰物の設置・
 更新



丁寧な応対
正確な引継ぎ

④電話応対



⑥消毒作業



⑦児童⽣徒 
 対応



⑧特技を⽣かして



◎子供にとって、相談しやすい体制
◎「計画的に仕事を進められることがで
　き、子供との時間を作ることができる」
▼「依頼が重複する時期がある」
▼「勤務日数に限りがある」

成果と課題



２ ＩＣＴ機器の活⽤



ICT機器の活⽤について
・校務⽀援ソフト
・チャットスペース
・教職員ポータルサイト
・全校共有ドライブ
・WEB会議
・保護者連絡システム（コドモン）
・デジタルドリル
・共同編集機能



校務⽀援ソフトの活⽤



校務⽀援ソフトの活⽤



校務⽀援ソフトの活⽤



チャットスペース



チャットスペース



チャットスペース



教職員ポータルサイト



教職員ポータルサイト



教職員ポータルサイト



全校共有ドライブの活⽤



全校共有ドライブの活⽤
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全校共有ドライブの活⽤



WEB会議



保護者連絡システム（コドモン）



デジタルドリル



デジタルドリル



共同編集機能



成果と�題

�員への�援（���・�度�）

故��末の切り�け

成果 保�者や�員相�のスムーズな情�共有

�材研�の�率�

�価の�率�

児�⽣徒への�果的な指�

�題



３ ⽔泳指導⺠間委託



実施内容について

実施期間は５⽉〜７⽉（８週）
45分授業✖２を1コマ 各学年４コマの授業
毎週⾦曜⽇に実施 週に1回
バスで施設へ移動し、1回の授業での⼊⽔時間
は60分程度



授業⽇の様⼦①



授業⽇の様⼦②



アンケート調査の結果

１・２年⽣では、「とてもたのしかった」「たのしかった」と
回答した児童が９５．５％（１７１⼈）



アンケート調査の結果

「泳げるようになった、できるようになった」と回答した児童が
８０．４％（１４４⼈）



アンケート調査の結果

３年⽣以上では「泳げるようになった」と回答した児童が５９．３％
（１７８⼈）



まとめ
アンケート調査及び実際の活動の様⼦から、
児童は⽔泳の授業を楽しみにしており、笑顔
で授業に参加していた。
また、⽔に顔をつけられなかった児童が⽔に
 慣れることができたなど、技能⾯で課題   
  のある児童の成⻑が⾒られた。



４ 部活動の地域移⾏



部活動の地域移⾏とは

部活動の休⽇活動を「地域クラブ活動」として実施

学校外の活動とし、⺠間事業者が活動の運営を⾏う
指導者は教職員でなくてもよい



実施の流れ
対象 第⼀中（陸上部、剣道部）
   第⼆中（柔道部）

１０⽉：⽣徒、保護者への説明会実施
１１⽉：地域クラブ活動をスタート
随 時：取組に関する連携
    （⺠間事業者、市教委、学校）
１⽉頃：アンケート調査実施
 ２⽉：成果と課題の検証



成果と課題 検証⽅法

⽣徒の参加率及び出席率
保護者・⽣徒の満⾜度調査
顧問教員の勤務時間を⽐較
顧問教員への聞き取りによる効果の検証



⾒込まれる効果など

効果 課題
指�者の�を�保する

ことが重�

��事業の成果を踏ま

えて来年度��も��

できるよう��する

より専⾨的な指�を受

けることができる



１ ��状況�査の�果から

２ ��必�な��と

  フォローアップ

 効果と今後の取組



時間外在校等時間平均（平⽇経年⽐較）
⼩学校 中学校

R３年３⽉ R４年３⽉ R５年３⽉

2:�

1.5:�

1:�

0.5:�

0:�

勤務状況調査の結果より

25.7％�削減
小学校

R2年度末  R3年度末  R4年度末
 2h16m　  1h55m 　 1h41m　

中学校は、ほぼ変わらず



（１）学校・教師が担う業務の適正化の
   ⼀層の推進
（２）授業時数や学校⾏事の在り⽅の
   ⾒直し 「今、できること」

今後必要な取組とフォローアップ



「学校・教師が担う業務に係る３分類」を徹底するための取組

学校・教師が担う業務の適正化の�⼀層の推進



 教育課程の⾒直し(年間授業時数の削減)

授業時数や学校⾏事の在り⽅の⾒直し
「今、できること」

 学校⾏事をゼロベースで⾒直し（ポストコロナ）



Thank's For
Watching


